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天候保険は農民によって採択されるレジリアンス戦略である。天候保険は農民を農作期

の悪天候による収量の減少から保護するメカニズムである。インドでは、降水量やその他

の気候要因の変動によって最近一般的になってきた。本稿では、ニュデリーに拠点を持つ

インド農業保険会社の保険料制度を基本として、各作物に対する初期保険料を計算する方

法を提示する。タミルナドゥ農業大学とタミルナドゥ農業省が共同で出版した作物生産ガ

イド(2005) に提示される選択された作物の生育ステージと、インド気象局(IMD)３０年間

の降水量データを用いて分析された。選択された作物のそれぞれの生育ステージへの支払

いシステムを提示した。降水量の上限は、郡の参照気象ステーションの３０年間の年平均

積算降水量に対応し、一方降水量の下限は作物の不作を回避するために必要とされる各作

物の水需要量と同じとした。この方法により、天候に基づく作物保険は、降水量の不確実

性に対するレジリアンス・メカニズムとして機能する。 
 
 

 




